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知床五湖（一湖）園芸スイレン除去実施結果について（報告） 

１．一湖園芸スイレン除去について 

知床五湖地区は知床国立公園の特別保護地区に指定されており、湖面が周囲の深い森や知

床連山を投影する姿は知床を代表する景観となっている。しかし近年、1950年代に観賞用に

移植された園芸スイレンの繁茂が著しく、観光シーズンである夏期においては湖面に知床連

山が映る景観が失われつつある（写真１）。また、侵略的外来種である園芸スイレンによる

湖面の優占は、ネムロコウホネやオオタヌキモのような希少な在来種によって構成される生

態系の保全の観点からも懸念が大きい。 

そのため特に繁茂が著しい一湖において、令和５年度の植生調査を経て令和６年度より除

去を開始した。令和６年度は区画１（図１）を中心に除去作業を行った。実施日及び作業量

は表１のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．一湖における園芸スイレン除去区画 

区画１ 

区画２ 

区画３ 

写真１．知床五湖の一湖 

 2010 年８月某日撮影                      2024 年９月 1日撮影 

実施日 人数 時間(h） 艇 除去量（kg）

5月14日 13 4 5 220

5月15日 12 3.5 5 220

5月28日 25 4 10 1,220

6月4日 10 4.5 4 280

6月12日 16 4.5 9 540

6月13日 22 4.5 8 460

6月26日 22 2.5 9 200

6月27日 26 2.5 9 340

7月19日 9 5 2 120

7月25日 8 3 3 100

8月15日 7 3 4 140

累計 11日 170 41 68 3,840

表１．園芸スイレン除去作業実績 

資料６ 
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２．令和６年度除去実施体制について 

令和６年度の除去実施にあたっては、環境省、業務受託者である知床財団、園地関係者の

他、ボランティアとして登録引率者を始めとする自然ガイドや地域住民の参画があった。 

特に６月 26 日、27 日については国立公園指定 60周年・世界遺産登録 20 周年記念事業「み

んなで知床五湖の園芸スイレンを除去しよう！」と題しイベントとして実施した。ボランテ

ィアを一般公募集としたところ、たちまち定員 15名を超える応募があり、町外からも含め幅

広い層からの参加があった。また、水辺の作業に必須であるライフジャケットについては、

国立公園オフィシャルパートナーである株式会社ゴールドウインから無償で借り受けした。

イベントの様子は一部テレビや新聞でも取り上げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

    

 

 

 

 

 

    
図３．地域イベント参加募集チラシ 

図２．一湖の湖面状況推移 

写真２．イベントの様子（読売新聞提供） 


